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Ⅰ.	 研究目的

　2009年6月第18回YOSAKOIソーラン祭りが、北
海道札幌市内25会場で5日間に渡って開催された。
踊り子3万3000人・観客178万7000人を動員し、熱
い乱舞が繰り広げられた。この年、筆者が振付した

チームが「準YOSAKOIソーラン大賞」を受賞した。
　同祭りは、ある一人の学生の発案によるもので他の

祭りに比べ「若者」の参加者が非常に多く、新聞・雑
誌の中でも「若者」がキーワードとして取り上げられて

いる。又、若者のエネルギーや創造性が、祭りを活
気づけているとも言われている。同
祭りの参加条件は、鳴子を持って

踊ること、曲にソーラン節のフレー

ズを入れることの2点であり、その

他は全て「自由」という踊りのルー

ルが、流行の音楽や身体表現を

受け入れながら、生命力溢れる踊
りが毎年誕生し、未だ衰えることを

知らない。
　これまでの伝 統 的な祭りが

「 形 式 」を重 んじるのに対し、
YOSAKOIソーラン祭りは、実に

柔軟性があり、参加者の創造性・
独創性が、音楽・踊り・衣装・メ

イクにいたるまで、個性豊かに反
映し創作されている。近年、同

祭りの影響を受け、鳴子を内包する祭りが全国各地
で展開され、世代を超えた集団が生命力溢れる踊り、
躍動感溢れる踊りを展開し、個人個人の可能性・創
造性を放出した現場となっている。
　筆者は、YOSAKOIソーラン祭りに内包する要因
が、近年ダンス教育で言われている「生きる力」「心
の教育」「共有関係の中での個性」に通ずるのではな

いか、又、学校教育・社会教育そして生涯学習への

手がかりになるのではないかと考え、YOSAKOIソー

ラン祭りの研究に至った。
　本研究では、このように短期間で急成長した
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YOSAKOIソーラン祭りの背景を主に文献から明ら

かにし、今回は、2009年と10年前の1999年の審査
内容・上位入賞チームの演舞構成を比較して考察し

た。そして、時代的変容を見た。又、祭りの振付に

関わる立場から、人々は、今、踊りを通して何を求め・
何を習得しているのかについて考察する。

［先行研究］
　北海道のYOSAKOIソーラン祭りは創立18年と

歴史的にも浅く、同祭りに関する研究は数少ない。
北海道のYOSAKOIソーラン祭りの手本である、高
知のよさこい祭りの研究に関しては、地理学・社会学・
文化人類学的視点から研究されている。これらの分
野の研究者達は、若者層の増加、地方都市の社会
現象、祭りとイベントという点に着眼し、祭り自体の分
析だけではなく、よさこい祭りを取り巻く文化や社会現
象も検討している。本研究では、以下の先行研究を

基軸に論を展開した。

1.	 YOSAKOIソーラン祭りに関する研究
① 吉 沢 友 雅（1999）「 創られた観 光の祭り―
YOSAKOIソーラン祭り（特集民族スポーツの伝統
と革新〜観光人類学の視点から〜）」、『体育の科
学』、日本体育学会。
　吉沢は、北海道のYOSAKOIソーラン祭りがどのよ

うに始まり、発展したのか参加者の変動を取り上げて

いる。又、同祭りの企画依頼費の算出、有料桟敷席
等を取り上げ、グッツ販売、参加者負担金など、どの

ように自主財源対策を行なっているか考察している。
② 矢 島 妙 子（2000）「 祝 祭 の 創 造と展 開 ―
YOSAKOIソーラン祭り」、『生活学特集番 100年シ

リーズ都市祝祭の100年』、ドメス出版。
　矢島は、“YOSAKOIソーラン祭り”を初めとし、
全国的に広がる“よさこい”の形式の祭りに触れ、北
海道を中心に各地の“よさこい”の広がりを体系的に

把握することを目的に研究を行なっている。
③拙著（2001）「YOSAKOIソーラン祭りの参加者
意識考」、Studies Of Dancing 上演学舞踊研究
VOL.2。
　筆者における研究は、YOSAKOIソーラン祭り

の歴史的背景を明らかにし、YOSAKOIソーラン

祭りに向かって、どのような意識を抱いて踊りに取り

組んでいるのか、参加者にアンケート調査を行い、
YOSAKOIソーラン祭りの参加者意識を考察した。

2.	 高知よさこい祭りに関する研究 
①内田忠賢（1992）「都市と祭り:高知『よさこい祭り』
へのアプローチ1」、『高知大学教育学部研究報告』、
第2部第45巻。
　祭りの現状に触れ、よさこい祭りの現在を概観し、
同祭りの特色となる、人：「踊り子隊」と場：「競演場」
に注目し、最後によさこい祭り研究の視角を提示して

いる。
②内田忠賢（1994）「地域イベントの社会と空間：高
知『よさこい祭り』へのアプローチ2」、『高知大学教
育学部研究報告』、第2部第47巻。
　地方都市の高知で行なわれる地域イベント「よさこ

い祭り」の特質を明らかにし、①祭りの担い手となる

社会集団の視点、②祭りの舞台となる祝祭空間の視
点、2点の視点で研究を進めている。
③内田忠賢（1998）「地域イベントのゆくえ：『高知よさ

こい祭り』、『現代風俗学研究』。
　よさこい祭りを事例に、①祭りを支える都市の社会
組織、②社会組織の背後にある都市の社会関係、
の2点に注目し、踊りだけで多数の参加者や観光客
を集めている祭りの魅力を探る。
④伊東亜人（1987）「コメント：よさこい祭り、中国・
韓国祭りとの比較」米山俊直他『シンボジュウム都
市の祭り―都市人類学的考察』季刊人類学18-3。
　都市の一つの側面として、都市の祭りを考察して

いる。又、都市の祭りの例として、よさこい祭りを取り

上げ、よさこい祭りの歴史及び参加者の特性などを

挙げ、都市を構成している住民組織について考察し

ている。
⑤伊東亜人（1988）「よさこい祭り長期ビジョン委員会
編」、よさこい祭り振興会。
　よさこい祭りの長期的な展望を①運営体制全般の

強化確立、②参画する市民側からの盛り立て、③祭
りの魅力をもう一段高め観光資源化へつなげる演出、
の3点の視点を検討している。
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　その他、⑥内田忠賢（1998）「よさこい祭りの人類
学」、『慶応義塾大学三色旗報告書』、第2部。⑦
内田忠賢（1999）「変化し継ける都市の祝祭空間:高
知『よさこい祭り』」、米山俊直・和崎春日『都市の祝
祭100年』、ドメス出版。⑧内田忠賢（2000）「都市
の新しい祭りと民俗学　高知よさこい祭りを手がかり

に」、『日本民俗学220』、等があげられる。

Ⅱ.	 研究方法

1.	 文献研究
　本場高知よさこい祭りは、神なき時代の祝祭空間・
行政主体の祭り・都市と祭りとして社会学・地理学・
文化人類学的視点の文献があるのに対し、歴史が

浅いYOSAKOIソーラン祭りの文献は少ないので、
雑誌・新聞・パンフレット・紹介本・調査資料によっ

て補った。

2.	 VTR分析
　VTR分析は、YOSAKOIソーラン祭りの演舞構
成の変容を比較対照するため、1999年・2009年
YOSAKOIソーラン祭りオフィシャルビデオを用い、
両年の上位入賞作品の演舞構成要素の分析・検討
を行なった。隊形変化は、一定の時間を保ったもの

をカウントした。

3.	 参与観察
　第8回YOSAKOIソーラン祭り（1999）と同祭り第
18回（2009）の演舞創作過程や祭りに参加し、観察・

調査を行った。
　尚、筆者は同祭りの第6回（1997）から第18回ま

で継続して演舞創作と祭りに関わっている。

［語意定義］

1.	 YOSAKOIソーラン祭り
　北海道札幌市で6月に行われる祭りである。1991
年一人の北海道大学の学生が、高知のよさこい祭り

を見て、「眠っている若者の力を、忘れかけている開
拓精神をもう一度取り戻すことはできないか」（1）という

願いを込め、1992年（平成5年）から始まった祭りで

ある。北海道のYOSAKOIソーラン祭りは、「よさこい」
を「YOSAKOI」と、ローマ字で使用する為、本研究
でも「YOSAKOI」とローマ字で、使用する。

2.	 よさこい祭り
　高知県高知市で8月に行われる祭りである。 高知
のよさこい祭りは、戦災の復興と商店街の復興を祈
願し1925年（昭和29年）戦後間もない高知市で、市
民に活力を与えるために始められた祭りである。高知
のよさこい祭りは、「よさこい」を平仮名で使用する為、
本研究でも「よさこい」と平仮名で、使用する。

3.	 ソーラン節
　北海道の郷土民謡で、ニシン漁の作業歌である

鰊場音頭の一部であり、漁師が呼吸とリズムを合わ

せ、作業効率をあげるために唄ったものと言われてい

る。この唄は、船こぎ音頭・網起こし音頭・小叩き音
頭・沖上げ音頭と4つの作業過程で構成されている。
ソーラン節と言われるのは「沖上げ音頭」の唄で、櫓
を漕ぎニシンを大きな網ですくう際に“ソーランソーラ

ン”とかけ声を掛け、唄ったものである。猥談が中心で、
特定な歌詞はなく、各地域で歌詞は自由にアレンジ

されるが、独自の拍子の取り方“ソーランソーラン”の
かけ声だけは変わらないと言われている。（2）（表1）

4.	 演舞構成
　演舞構成要素として、構成人数、テーマ、動き（身
体的特徴・隊形変化・役目等）、総合美術（衣装・
道具（大道具・小道具）、音楽を取り上げた。

5.	 鳴子
　鳴子のルーツは田畑の雀脅しであった。鳴子踊り

の音楽を作曲した武政英策が、フラメンコがカスタ

ネットなら、よさこい祭りは「鳴子」と考案したものであ

る。素朴な民俗楽器で、伝統の鳴子は朱色をベース

に、3本の拍子木（可動する小さな部分）がついてい

る。踊り子は、踊る時以外にも、感動した時、喜びを表
現する時、挨拶をする時に鳴子を鳴らし、踊り子同士
や観客との一体化を強めるものとしても使われている。



120

6.	 鳴子踊り
　武政英策が、郷土民謡のよさこい節を編曲した音
楽を「よさこい鳴子踊り」という。その際、鳴子をもっ

て踊る踊りを考案し、高知のよさこい祭りでは、鳴子
をもって踊る踊りを「よさこい鳴子踊り」と言う。現在、
高知を手本に始められた祭りでは、手に鳴子を持っ

た踊りを採用している。以上のことにより本研究では、
高知よさこい祭りを手本に、鳴子を手に持って踊る踊
りを「鳴子踊り」と呼ぶことにする。

7.	 鳴子踊りを内包する祭り
　本研究では、高知のよさこい祭りと北海道の

YOSAKOIソーラン祭りに影響を受け、かつ「鳴子
踊り」を参加ルールとしている祭りを「鳴子踊りを内包
する祭り」と呼ぶ。

Ⅲ.	 YOSAKOIソーラン祭りの歴史と変遷

1.	 YOSAKOIソーラン祭りの概観
（1）	祭りの由来
　1992年、長谷川岳を中心とする学生達は、北海
道独自の祭りを作るため、長谷川が刺激を受けた

高知のよさこい祭りの参加ルールに着眼し、高知

が高知民謡よさこい節であるなら、北海道は北海道
民謡ソーラン節を使用しようと考えた。高知「よさこ

い」と北海道「ソーラン」を合体させ、「よさこい」を

「YOSAKOI」とすることで独自性を持たせると共に、
本場高知のよさこい祭りに敬意を表すために、よさこ

いをソーランの前におき、“YOSAKOIソーラン祭り”
の名称を誕生させた。又、高知よさこい祭りの演舞
形態である、衣装（見るもの、着るもの）、踊り（酔うもの、
踊るもの）、音楽（聞くもの、揺らすもの）、地方車（束
ね、導くもの）（3）を手本に、北海道YOSAKOIソーラ

ン祭りの演舞形態が決定された。

（2）	祭りの歴史的背景
①高知よさこい祭りの影響
　1991年、長谷川は、よさこい祭りで同年代の若
者が生き生きと踊っている姿に鳥肌が立つほど刺激
を受けた状況は、以下のようである。「長谷川岳は、
流れる汗も拭うことも忘れたまま、焼けた路上に立ちす

くんでいた。（中略）『この圧倒的なパワー、エネル

ギッシュな若者達・・・』それは、全身にざわっと鳥
肌の立つ、恐怖にも似た驚きと感動だった。」（4）この

感動が長谷川を動かすきっかけとなる。 同年12月、
長谷川の思いに賛同した学生達でYOSAKOIソーラ
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出典：YOSAKOI ソーラン祭り組織委員会（1997）『YOSAKOI ソーラン祭り 1997 スペシャルガイドブック』ルック
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ン祭り実行委員会を発足させ、1992年何度も友人と

話し合いを重ね、学生達の手で祭りの準備が進めら

れた。
②YOSAKOIソーラン祭りの準備期間
　YOSAKOIソーラン祭りを立上げるためには、膨
大な資金、道路使用に伴う警察の許可、市役所や

道庁の協力、人員の手配、進行管理、祭りの宣伝、
踊り子集めなどの多くの課題を克服しなければならな

かった。長谷川は、企画実現のため高知県に友人
と向かい、高知県庁庁舎の前で、橋本知事に企画
書を手渡し、「今の若者は無気力である、ひ弱な花
であるといわれるが決してそうではないのです。若者
はエネルギーを持っている。エネルギーは衰えてい

ない。ただ、エネルギーを表現する場がないだけな

のです。われわれは、よさこいソーラン祭りでエネル

ギーが衰えていないことを証明したい」（5）と企画書の

中で若者のエネルギーを主張した。この内容からも、
YOSAKOIソーラン祭りは、若者が「発散する場」・

「表現する場」を求めていることが読み取れる。学生
達は、長い時間をかけて山積にされた課題を乗り越
え、橋本知事や横路知事その他多くの大人の賛同を

得て、1992年6月13〜14日“誰もが主役”　“街は舞
台だ日本は、変わる”をコンセプトに北海道札
幌市で第1回YOSAKOIソーラン祭りを開催
した。　　　　
③参加者数の変動
　第1回YOSAKOIソーラン祭りには、高
知県のセントラルグループを筆頭に北海道9
チームの計10チーム、約1000人が参加した。
第4回から祭り自体の演出・運営面が大きく工
夫され、第5回には1万人を超える108チーム

を記録し、今年第18回目には、316チーム（3
万3000人）が参加し、観客は178万7000人
を動員している。近年、支部大会もさかんに

行なわれるようになり、YOSAKOIソーラン祭
りの踊りは、北海道の各市町村で多くの人に

刺激を与え、北海道の至る所でYOSAKOI
ソーラン踊りが見られるようになっている。又、
マスメディアなどの影響により第18回は、北
海道外の都府県から40地域が参加している。

現在、同世代のチーム・各世代ミックスしたチーム・
子供のチームなど、0歳〜92歳の男女が祭りに参加
し、色々な選択項を広げている。又、若者達が、中
心になり様々な世代や参加者を盛り上げ、祭りを引っ

張っている。このように、学生達が興した祭りが現在
急成長し、若者の力が見直され、若者の参加者の

自由な発想が祭りに活かされ、ますます参加者が増
加している。YOSAKOIソーラン祭りは、近年例の

ない急成長を遂げ、多くの人々を動員する祭りとして、
さらにマスメディアなどで取り上げられるようになった。

（表2）

（3）	鳴子踊りを内包する祭り
　近年、YOSAKOIソーラン祭りの演舞が、洞爺湖
サミットの招待演舞や紅白歌合戦招待など高く評価さ

れ、教育現場や町おこし・村おこし・地域改革を望む

市町村に大きな影響を与えている。YOSAKOIソーラ

ン祭りの影響を受けた市町村では、鳴子を持つ踊り

子を編成して競い合い、曲は高知県でよさこい節、北
海道でソーラン節を取り入れたように、地元の曲など

を取り入れ地域性を強調するなど、祭り自体に工夫を

凝らしている。市民参加型のYOSAKOIソーラン祭

表2　YOSAKOIソーラン祭り　開催規模の推移
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りやよさこい祭りに着眼した市町村では、次世代を担う

子供たちに“故郷意識”を育んでもらえるような地域作
り、市民コニュニケーションの提供、観光や商工業の

活性化に結びつけていくことを目的に、市民の地域活
性を願い祭りが開催されている。以上のことより、鳴子
踊りは、新しい地域文化創造、地域活性化を求める

土地に影響を及ぼしていることが明らかになった。鳴
子踊りは、ただ踊るのではなく、身体表現を通して自
己を表現し、感動する場や人々の交流の場を提供し、
多くの人と人を結ぶ踊りになっている。（表3）

2.	 YOSAKOIソーラン踊りの演舞
概要

（1）	演舞規定
　YOSAKOIソーラン祭りの踊りの2
大原則は、1．鳴子を持って踊ること  2．
曲にソーラン節のフレーズを入れるこ

とである。その他、基本的な参加人数
は1チーム40名以上150名以内（40
名未満だと審査は受けることができな

い）・演舞時間は4分30秒（厳守）・踊
りはパターンとしてパレード形式（地方
車を先頭に前進する踊り）・ステージ

形式（進まず固定する踊り）・静止型パ

レード形式（パレード型で進まず固定
する踊り）を振付・地方車は歩道を走る

ので車両の大きさ・乗員人数・音量な

どの制限を法律の枠内、となっている。
これらは、参加チームの増加に伴い、
円滑な運営を促すためにルールが定
められている。

（2）	演舞内容〈4大要素〉
①衣装〈観るもの、着るもの〉
　毎年、チームのコンセプトやテーマ

に基づき、チームのカラーやスタイル

を守りながら衣装が創作されている。
初期のよさこい祭りでは、正調の美す

なわち、女性は菅笠をかぶり、浴衣に

腰巻き姿、男性はまめしぼりを頭に巻

き、浴衣にステテコ姿と盆踊り風が主流であった。そ

して、徐々に踊りがダイナミックに変化したことにとも

なって、動きやすい法被が主流となり、法被のデザイ

ンにも凝るようになる。法被は、漁師が海から上がっ

たとき、浜で焚火にあたりながら暖をとる浜着に似てい

ることから（6）ソーラン節を特徴づける衣装にもなって

いる。その他には、着物をアレンジした衣装や江戸
前の腹かけスタイル等の和風な衣装や、HIP HOP 
STYLEや中国風など、民族衣装などバラエティー豊
かな衣装が見られる。又、装飾品も、かんざし・付け

表3　全国に広がる鳴子踊りを内包する祭り	（2000年以前に開催された祭りを抜粋）

平田　利矢子
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毛・ハチマキ・お面・バンダナ・帽子・サングラス・
笠など衣装に合わせて多様化している。メイクは、目
もとに赤、鼻には白いラインを入れるのが主流である。
踊り子の中には、ドーランやペインティング、黒塗りを

するなどメイクで目立とうとしている人も数多い。高知
のシンプルなメイクに対して北海道のメイクには比
較的大胆な傾向が見られる。衣装やメイクは、チー

ムの特徴を印象づけ、踊りを有効的に見せるための

手段として工夫され、又、変身願望を叶えてくれる重
要なアイテムとして、様々な創意工夫がされている。

②踊り〈酔うもの、踊るもの〉
　動作的特徴としては、足のスタンスは広く、低い

重心を保ち、前のめりの上体や垂直な姿勢など様々
である。作品に取り入れられるダンスの種類は、ソー

ラン節の本来の姿であるニシン漁の綱引きや櫓漕
ぎの動きを再現した動きやジャズダンス・エアロビク

ス・モダンダンス・歌舞伎・日本舞踊・ヒップホップ

などチームの好みに合わせたものになっている。踊り

には、労働歌を感じさせる力強さ・重々しさ・迫力が

あり、全身でリズムを刻み込む踊りが、主流である。
又、鳴子に関しては、本場高知では、鳴子の音色
を考慮した動きをするのに対し、北海道では、持って

踊るだけのチームもある。作品展開は、創作ダンス

的展開・ショーダンス的展開・応援団的展開と大きく

3つに分けられている。演舞形態は、パレード形式
とステージ形式があるので、両方の空間構成を配慮
した創作が行なわれている。隊形は、集団美・個性
美が光るように、密集や点在・列などを取り入れ、飽
きがこない華やかな演出ができるよう各チーム工夫を

凝らしている。又、初心者チームのほとんどは、有
名なチームの作品を参考に創作を行っているが、踊
りのレベルは年々高度になり競技性が高くなってきて

いる。山口昌男は、YOSAKOIソーラン祭りの演技
を以下のようにコメントしている。「たけのこ族の再来
かと一瞬たじろいだ。赤・緑・黄色･･････。（中略）
ソーラン節のアレンジの曲に乗せて律義に繰り返す。

（中略）学校の体育祭の印象だ。」（7）山口の言葉通
り、洗練された踊りは集団美を保ちながら、学校の

マスゲームや軍隊の様なイメージを抱かせる踊りで

ある。現在、参加者達は、集団演技の中で、どのよ

うに自己主張していくか、工夫を凝らしている。

③音楽〈聴くもの、揺らすもの〉
　音楽は、どこかにソーラン節が入っていれば、曲
調も演奏形態も自由なので、各チーム、テーマに基
づき、毎年、自分達のオリジナルの曲を制作している。
踊り子達は、曲や踊りに合わせ“ソーランソーラン”な
ど、かけ声をかけながら全体のバランスをとり、又、
チーム独自のかけ声を加え、チーム仲間意識を高め

ている。音楽の種類は、ダンス音楽・ヒップホップ・
激しいロック・サンバ・ラップ・ジャズなどをベースに、
和太鼓、ドラ、拍子木、トランペット、などをかぶせ

ている。プロの民謡歌手の唄声や生音を入れるチー

ムも増え、工夫を凝らしている。全体的に和風の質
感を活かしながら洋楽とミックスした完成度の高い音
楽が増えている。

④地方車〈束ね、導くもの〉　　
　チームのシンボルとして先導役・司令塔をつとめる

車（改造したトラック）を地方車と呼び、パレード形
式の演舞で登場する。「地方」とは、舞踊で音を受け

持つ人たちを称する用語である｡（8） 地方車には、踊
り子を先誘導する人が乗り、音響機材や照明機材が

セットされ、生バンドやボーカルがいるチームには、
お立ち台がある。又、地方車はチームのシンボル

になるので、チーム名を際立たせるなど、デザインに

も工夫を凝らしている。　　　　　　　

（3）	競演場の特徴
　YOSAKOIソーラン祭りの競演場は、参加チーム

の増加に伴い、第1回3会場から第18回には、25
会場と増加している。競演場の規模は、札幌市大通
り駅を中心に、大型スーパーホームセンター駐車場・
観光スポット・商店街や道路などを競演場にし、規
定人数40〜150人に対応できる広い敷地を確保して

いる。競演場の多さは、同祭りの特徴でもある。

（4）	観客と演者の位置関係
　観客と演者の位置関係においては、“見る-見られ
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る”という関係が成立している。観客と演者の位置関
係に注目してみると、主に以下の5つに分類される。
道路の両側に観客が位置し、その間を演者が直進
する形式（A）、道路の桟敷席に観客が位置し、その

間を演者が直進する形式（B）、舞台に演者が位置
し、360度観客が位置する形式（C）、舞台に演者が

位置し、270度観客が位置する形式（D）舞台に演
者が位置し、180度観客が位置する形式（E）である。
観客との距離関係は、パレード静止型の会場（主に

商店街の道路を使用）では、観客と演者の位置は、
かなり接近している。（図1）

（5）	観客と演者の視線関係
　観客と演者の視線の方向性は、観客が演者と並
列な形式、観客が演者を見下ろす形式、観客が舞
台場の演者を見上げる形式と主に3つに分類される。
以上のように、観客の視線はあらゆる方向から演者に

向かっているので、振付・演出に関しては、360度意

識した創作を行ない、又、観客との距離関係も様々
なので、大きな動きを取り入れるなど、観客との距離を

近づけるために様々な創意工夫がされている。（図2）

Ⅳ.	結果及び考察

1.	 1999年・2009年YOSAKOIソーラン祭り審査内容
（1）	 1999年審査内容
　1999年審査項目は、「踊り」40点、「音楽」30点、「衣
装」30点の100点満点であった。「踊り」は、アンサ

ンブル（=調和）、エネルギー等を含み、パレードで

は、まんべんなく100mを踊っているか・どこの箇所を

見ても楽しめる踊りになっているかであった。「音楽」
は、曲・唄い手・効果音の使い方が評価のポイント

であった。「衣装」は、衣装やメイク等を含める美術
点として設定されていた。
（2）	2009年審査内容
　審査項目は、「演舞」50点、「エネルギー・感動」

〈パレード形式〉
正面図

（A） 道路 （B） 桟敷席がある道路

（C） 野外ステージ1 （D） 野外ステージ2 （E） 室内ステージ

〈ステージ形式〉

進行方向 進行方向

内田忠賢　「都市と祭り：高知『よさこい祭り』へのアプローチ（1）」　1992参考　筆者作成

※注

参加者 観客

桟敷席 歩道

参加者

観客の視線

図1　参加者と観客の位置関係

図2　参加者と観客の視線関係

平田　利矢子
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40点、「総合美術」10点の100点満点であった。「演
舞」は、チームの独自性・特色を上手に表現し、踊
り全体の構成の中に印象に残るものがあるかが焦点
となっていた。「エネルギー・感動」は、踊り子から

熱意や楽しさが伝わり、感動を与え、演舞からみなぎ

る活力や勢いに心を動かすものがあることと参加者自
身に焦点をあてていた。「総合美術」は、衣装・旗・
小道具などのデザインや色調が演舞と調和の取れ

たものであり、独自性を持っていること、演舞に活か

され相乗効果をもたらしていることとなっていた。又、
2009年は、「大通公園という舞台でチームが独自性
を表現し、印象に残る演舞を行なっているか、エネ

ルギーや感動といった「伝える力」を踊り子が、チー

ムが持っているかを評価していきます。」（9）と、審査
項目以外に審査方針が打ち出された。この方針は、
YOSAKOIソーラン祭りがどうあるべきかを具体的に

示唆した内容となっていた。
（3）	1999年・2009年　審査項目の比較
　1999年の審査項目が、「踊り」「音楽」「衣装」だっ

たのに対し、2009年は「演舞」「エネルギー・感動」
「総合美術」となった。「音楽」の配点がなくなり、「衣
装」も総合美術の一部に含まれ、踊り子が持つ「エネ

ルギー・感動」は単独の項目になっていた。2009年

は、審査内容の中で「独自性・伝える力・みなぎる活
力や勢い・感動」という言葉が、浮かび上がり、踊
り子そのものに焦点をあてた配点が高くなっていた。
　　　
2.	 1999年・2009年上位入賞チームの演舞構成
（1）	 1999年上位入賞	3チームの特徴
　構成人数は、Aチーム190名、Bチーム120名、
Cチーム80名と大人数で構成されていた。2チーム

は、54歳・43歳と平均年齢が高かった。（表4）

①テーマ

　テーマは、3チームとも北海道の海や人々をテーマ

に取り上げていた。

②動きについて　
　身体的特徴は、全身は、3チームともダイナミック

で、低重心前のめりの動きが多かった。上肢運動
は、大振りで上下の動きや手を横に固定する動きが

多かった。下肢運動は、足のスタンスが広く、両足
屈曲や屈伸、片足重心が多く見られた。動作/ポー

ズの優劣は、動作優勢で、優位な身体部位は、体幹・
上肢・下肢で、全身運動が展開されていた。
　振付特徴は、櫓漕ぎ・綱引きの動きや同じ動きで

表4　1999年YOSAKOIソーラン祭り　上位受賞　3チーム　演舞構成の特徴

筆者作成
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高低を出す工夫がされ、力強い動きが多かった。舞
踊の種類は、ナンバや漁師の所作などの民族的特
性が見られ、盆踊り・歌舞伎・日本舞踊の動きやエ

アロビクスなどを取り入れていた。演舞の雰囲気は、
3チームとも土着性を感じる力強い演舞であった。
　隊形変化は、Aチーム13回、Bチーム5回、Cチー

ム7回、役目は、Aチーム3パート、Bチーム1パート、
Cチーム1パートであり、整列・ズレ列や密集が多かっ

た。中間のシーンでは、大三角形や密集を用いてい

るのが特徴的であった。

③総合美術について

　衣装は、Aチーム2種類、B・Cチームは1種類であっ

た。衣装展開は、A・Bチームが行なっていた。3チー

ムとも、鉢巻・長半纏・腹掛け・股引き・手甲・足袋
と正調ソーランの衣装をベースに、チーム名を入れ

る等、テーマに合わせて色彩など工夫を凝らしてい

た。この時期は、全員同じ衣装か同じ衣装で色を変

えるだけが主流であった。道具は、Aチーム：中旗
1（チーム名）・フラッグ15、Bチーム：大漁旗のオブ

ジェ1・大漁旗12、Cチーム：小旗2（チーム名）であっ

た。この時期は、旗が多く用いられ、旗にチーム名
を入れていた。
　作品全体の配色は、A・Bチームはカラフル、C
チームは黒紺でシックであった。

④音楽
　音楽の唄の長さは、Aチーム1’49”、Bチーム3’
40”、Cチーム0’45”あった。A・Bチームは、生演奏

（ボーカルと太鼓）も作品に取り入れていた。Cチー

ムは、かけ声の時間が長かった。

（2）	2009年上位入賞	3チームの特徴
　構成人数は、Aチーム130名、Bチーム150名、
Cチーム150名と大人数で構成された、100人を越え

る札幌市の有力チームである。（表5）

表5　2009年YOSAKOIソーラン祭り　上位受賞　3チーム　演舞構成の特徴

平田　利矢子
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①テーマ

　テーマは、Aチームは里神楽をアレンジした作品、
Bチームは究極の和を追及した作品、Cチームは新
しい日本文化を創造した作品と、作風は様々で各チー

ムの個性や独創性を打ち出すものであった。

②動きについて　
　身体的特徴は、全身は、3チームともダイナミック

さが際立ち、Cチームはスタティックさも兼ね備えて

いた。又、Aチームは前重心や体幹を上下斜めにす

る動き、Bチームは垂直な立ち姿勢、Cチームは垂
直な上下やオフバランスが特徴的であった。
　上肢運動は、3チームとも大振りであった。又、A
チームは、斜め・曲げ伸ばし・曲線的な左右上下の

振動・上下・横固定が多かった。Bチームは、片手
伸ばし・片手横伸ばしという片手の運動や上下・両
手斜め・横固定の運動が多く見られた。Cチームは、
直線的で曲線的な振動・上前横・直角・曲げ伸ばし

の動きが多かった。
　下肢運動は、役目によって異なるが、全体的には、
片足重心・両足屈曲や屈伸が多かった。又、Aチー

ムは、足のスタンスが広い・全員一時的な両足屈曲・
片足ジャンプと躍動的運動が特徴的であった。B
チームは、足のスタンスは狭く歩行や小走り、両足
ジャンプ・スキップ･ターンが多かった。Cチームは、
足のスタンスは広く・片足前後横ジャンプ・両足ジャ

ンプと躍動的な運動やターンが多く、スタティックさ

を表現する場面では、片足膝立て座りなどが用いら

れていた。動作／ポーズの優劣は、3チームとも動
作優勢で、優位な身体部位は、Aチームは体幹・
上肢・下肢、Bチームは上肢・下肢、Cチームは体
幹・上肢・下肢であった。
　振付特徴は、3チームとも同時に多様な動きをシン

クロさせる手法を用いていた。又、A・Bチームは、
構成を組み進行する振付を用いながら、次の構成へ

入る手法を用いていた。又、Aチームはカノン・うね

り･ポーズ、Bチームは歩行で上肢の運動で見せる

振り、Cチームは連続的なジャンプ・高いリフトが特
徴的であった。舞踊の種類は、3チームとも、ナンバ

の所作など民族的特性が見られた。又、Aチームは

里神楽の所作やHIP HOPの足取り、Bチームは手
踊りや日本舞踊の動き、Cチームは手踊りやJAZZ・
HIPHOPのステップなど現代的な動きも取り入れて

いた。演舞の雰囲気は、3チーム異なるものであり、
Aチームは土着性のある力強い演舞、Bチームは究
極の和を求める洗練された古典的な演舞、Cチーム

は凛 し々く躍動感溢れる独創的かつ煌びやかな雰囲
気となっていた。
　隊形変化は、Aチーム19回、Bチーム21回、C
チーム12回と、A・Bチームは変化回数がCチーム

に比べ多かった。又、3チームとも、同時に様々な

体形変化が展開されていた。Aチームは円・ズレ列・
密集、Bチームは整列（正方形・長方形）・三角形・
斜め整列、Cチームは三角形・ズレ列・台形が特
徴的であった。
　役目は、Aチーム3パート、Bチーム9パート、C
チーム10パートであった。B・Cチームは、役目が9・
10パートとAチームに比べて多かった。

③総合美術について

　 衣 装は、Aチ ーム3種 類、Bチ ーム4種 類、C
チーム2種類であった。Aチームは、男性は袴をア

レンジした衣装（カラフル、チームロゴ）、女性は長
半纏（カラフル）と袖なし法被（チームロゴ）の衣装
で、全員チーム名入りの紺の鉢巻を巻き、股引、手
甲を身につけていた。Bチームは、男性は着物をア

レンジした衣装（白ベース、チーム名）に腹掛け（黒
ベース赤ライン）・黒ズボン・黒手甲、女性は着物
をアレンジした衣装（黒ベース）と（赤ベース、笠）と

（赤白ベース、チーム名）で、赤白ベースの衣装の

人はチーム名入りの白鉢巻を巻いていた。Cチーム

は、男性は鉢巻（白）・貴族風衣装をアレンジした

衣装（赤ベース、チームロゴ）・黒ズボン・カラフル

手甲、女性は着物をアレンジした衣装（赤白ベース、
チームロゴ）であった。3チームとも、白足袋であった。
又、衣装にチーム名もしくはチームロゴが必ず入っ

ており、中には、2箇所に入っている人達がいた。
　道具は、Aチームは大のぼり1（チームロゴ）・大
旗2（チーム名）・旗12、Bチームは大のぼり1（チー
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ムロゴ）・中のぼり黒2（チームロゴ）・中のぼり白2
（チーム名半分）・小のぼり2（チーム名半分）・中幕
2（チームロゴ）・扇子12・傘17、Cチームは中大幕
2（チームロゴ）・中大幕2・中のぼり2・扇子（白3・
赤金16）・傘（白9・赤7・大4）・フラッグ6・纏4であった。
3チームとも、のぼり・大旗・幕のような大道具や扇子・
傘などの小道具が数多く用いられ、各道具にチーム

名かチームロゴが入れられていた。
　作品全体の配色は、Aチームカラフル、Bチーム

赤・白・黒・紫、Cチームは赤・白・金・オレンジ・
緑で色彩を艶やかに彩っていた。

④音楽
　音楽の唄の長さは、Aチーム1’46”、Bチーム2’
18”、Cチーム1’20”であった。3チームとも、生演奏

（ボーカルと太鼓）を作品に取り入れ、毎年テーマ

に合わせ歌詞を変えていた。　　

（3）	1999年・2009年上位入賞	3チームの比較
　構成人数は、1999年・2009年とも大人数80〜
190人で構成されていた。1999年は札幌市・三石市・
苫小牧市、2009年は札幌市の3チームが上位入賞
であった。

①テーマ

　テーマは、1999年は3チームとも、北海道の海や

海にかかわる人々をテーマにしていたが、2009年は

里神楽をアレンジした作品、究極の和を追及した作
品、新しい日本文化を創造する作品と、3チームとも

テーマは異なっていた。

②動きについて　
　身体的特徴の全身は、1999年はダイナミックで低
重心前のめりの動きが多かったが、2009年はダイナ

ミックさやスタティックさを取り入れるチーム、前重
心・立ち姿勢・垂直での上下やオフバランスなど、
様々であった。
　上肢運動は、1999年は大振りで上下の動きや手
を横に固定する動きが多かったが、2009年は大振り

で、斜め・曲げ伸ばし・片手伸ばし・片手横伸ばし・

直線的で曲線的な振動・上前横・直角など、バリエー

ションが増していた。
　下肢運動は、1999年は足のスタンスが広く、両
足屈曲や屈伸・片足重心が多く見られたが、2009
年は足のスタンスが広い・狭い、片足ジャンプ・両
足ジャンプ・歩行や小走り・スキップ、片足膝立て

座りなど、バリエーションが増していた。
　動作／ポーズの優劣は、1999年・2009年とも動
作優勢であった。優位な身体部位は、1999年は体
幹・上肢・下肢、2009年には上肢・下肢のチームも

現れた。
　振付特徴は、1999年はソーラン節のニシン漁の

網引きや櫓漕ぎの動きを再現した櫓漕ぎの動きや同
じ動きで高低を見せる振りや力強い動きが多かった

が、2009年はカノン・うねり･上肢の運動で見せる振
り、連続的なジャンプ・高いリフトなどを同時にシンク

ロさせる手法を用いていた。
　舞踊の種類は、1999年はナンバや漁師の所作を

中心に、盆踊り・歌舞伎・日本舞踊の動きやエアロビ

クスなどを取り入れていたが、2009年はナンバや里
神楽の所作・手踊り・日本舞踊・JAZZ・HIP HOP
など様々な種類が取り入れられていた。
　演舞の雰囲気は、1999 年は土着性を感じる力強い

演舞で北海道の海を感じさせる演舞であったが、2009
年は土着性のある力強い演舞・究極の和を求めた古
典的な演舞・凛 し々く躍動感溢れる演舞など、独創的
で作品の雰囲気が異なるものであった。
　隊形変化は、1999年はAチーム7回、Bチーム5回、
Cチーム13回に対し、2009年はAチーム12回、Bチー

ム19回、Cチーム21回と2009年には変化回数が約
2倍増えていた。又、1999年は整列・ズレ列が多かっ

たが、2009年は様々な隊形が同時に展開され隊形
の複合性が増していた。
　役目は、1999年はAチーム3パート、B・Cチーム

1パートであったが、2009年はAチーム3パート、B
チーム9パート、Cチーム10パートと、パート数が増
加していた。

③総合美術について

　衣装は、1999年は3チームとも鉢巻・長半纏・腹掛け・
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股引き・手甲・足袋と正調ソーランの衣装をベースに

しており、衣装展開はA・Bチームに1回のみ見られ

た。2009年はAチーム2種類、Bチーム3種類、C
チーム4種類であり、正調ソーランの衣装（法被）を

用いていたのはAチームのみであった。Bチームは

袴・着物、Cチームは貴族風衣装をアレンジした衣
装であり、和（伝統）の衣装を工夫していた。衣装の

共通点としては、3チームとも、衣装にチーム名もしく

はチームロゴを数多く取り入れ、又、作品途中に様々
な衣装展開がされていた。
　道具は、1999年は3チームとも旗が主流であった

が、2009年はのぼり・大旗・幕のような大道具や扇子・
傘などの小道具が数多く用いられ、道具数も増え、又、
チーム名やロゴが記載されているものが増加してい

た。全体の配色は、1999年はカラフルや黒紺でシッ

クであったに対し、2009年はカラフル、赤・白・黒・
紫、赤・白・金・オレンジ・緑と様々な色彩感を持
たせた配色であった。

④音楽
　音楽の唄の長さは、1999年はAチーム1’49”、B
チーム3’40”、Cチーム0’45”であったのに対し、
2009年はAチーム1’46”、Bチーム2’18”、Cチーム1’
20”と長さは変わらなかったが、曲調は異なっていた。
又、2009年は3チームとも生演奏（ボーカルと太鼓）
を作品に取り入れていた。 

3.	 考察
　1999年上位入賞3チームとも、ソーラン節の海を

テーマにし、動き・総合美術・音楽においても同じ傾
向が見られバリエーションも少なかったが、2009年
上位入賞3チームは、テーマ性が多様化すると同時
に、動き・総合美術など全てにおいて多彩なバリエー

ションが取り入れられていた。
　鳴子を持って踊ること・ソーラン節のフレーズを入
れることを原則に、自分達らしさを追求し、時代と共に

チームの主張が明確になっていることが考察できた。
又、2009年は、「独自性・伝える力・みなぎる活力や

勢い・感動」と参加者自身に焦点をあてた方針を祭
り側が打ち出し、第18回YOSAKOIソーラン祭りを

活気づけていた。
　これらのことから、10年間で演舞構成は、複合化
され独自性が明確に打ち出されていることが明らかに

なった。

V.	 まとめ

　YOSAKOIソーラン祭りの演舞は、時代の文化や

流行を取り入れながら年々変容している。各チーム、
現代と和（伝統）の動きを調和させ、作品のテーマに

基づいた動きを選出し、独自性のある個性溢れるダイ

ナミックな作品展開になっていた。演舞構成は、10
年間の間で複合化され、独自性や創造性が増してい

たことが明らかになった。しかし、祭りの参加者の意
識は、10年経っても変わらないものであると、参与観
察の視点から考察できた。
　YOSAKOIソーラン祭りは、“誰もが主役”  “街は

舞台だ日本は、変わる”というコンセプトがある。観
客と参加者は、“見る-見られる”という関係が成立し、
観客の視線はあらゆる方向から参加者に向かってい

る現場となっていた。そして、YOSAKOIソーラン祭
りの踊りは、他の民族舞踊と違い、外側に向かって

発散させる土着のエネルギー（感情の情緒表現）を

打ち出す展開になっていた。
　この祭りの参加者から、演舞後に観客からの拍手
や声援、「ありがとうやかっこいいなどの言葉が嬉し

い」というコメントを得た。同祭りは、参加者の意識
を高め、今もなお“自己承認”の現場となっていた。又、
多くの“仲間”と共に目標に向かう楽しさや大変さの中
で、自己の存在価値を再確認する様子や仲間と感動
する様子を伺えた。その他、衣装を纏うことで、「日常
と違った自分や“変身”した自分を体験できた」というコ

メントを得た。
　この“自己承認”・“仲間”・“変身”の3つのキーワー

ドは、10年経っても、変わらないものであった。
　日本の祭りは、己を隠すものもあるが、同じ祭りでも、
他人の目に映る自分を確認するのは、現代社会の中
で自分を認められる機会が少ないからではないかと考
察できる。
　多くの人々を動員したYOSAKOIソーラン祭りの
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演舞構成は、現代の人々を引きつける要因を内包し

ている祭りであると考察できた。日本各地に広がった

よさこい祭りの熱狂的な乱舞は、自己表現や人々の

共感の場として、その時代の文化や世相を反映しつ

つ益々発展するのではないかと考えられる。
　今後も、YOSAKOIソーラン祭りが、地域文化を

創造し、エネルギー溢れる場、参加することで生きる

力を養う場として、更に発展していくことを期待したい。
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